


　平和島は季節によって傾向の変化
がある。夏場は追い風、冬場は向か
い風となる。最も水面が落ち着いて
いるのは秋で、この時期はインが弱
い平和島であってもインは利きやす

くなる。しかし、冬場になると強い
向かい風が吹くことも多くなり波乱
傾向。まくりが増えることで穴党の
出番は増える。夏場は追い風だが、
気温の関係でエンジンパワーが落ち、
イン受難になりやすい。

９月９日



　4コースや6コースが強い平和島なの
でスリット足に繋がる展示タイムは重
要だ。展示タイム1位艇の1着率は25.0
％でこれは全国平均の27.6％を下回る。
ただ、これは全体的に見るとそうなる
というだけで、ダッシュ艇に限っては
やはり展示タイムが結果に直結しやす
いので必ずチェックしよう。また、展
示タイム以外にも発表されている3つの
オリジナルタイムを合わせて参考にし
たい。



水面傾向
　スタンドから１マークまでは戸田
と並んで全国一狭い。37メートルし
かなく、１マークではイン艇が回り
シロが取りづらいために、イン受難
になりやすい。回りシロがない分、
内寄りの艇は回った後に外に膨れや
すい。そのために差しが利きやすい
のが当地の特徴とも言える。 

また、バックはとにかく内が伸びる
ので、差した選手がバックで艇を伸
ばすシーンが目立つ。大外６コース
が昔から強いのも大きな特徴。展開
を突ければバック勝負に持ち込める
ので、時に大波乱を演出することも
ある。４コースのカドも全国有数の
強さで予想のポイントになる。





平和島は以前からインコー
スが弱いことで波乱含みの
場である。万舟券を含む高
配当は出やすく、舟券でも

一発は狙える。『万舟』となると一見難しいように思えるが、当
地はデータさえしっかり頭に入れておけば、「獲りごろ」の万舟
も多い。そこが平和島で夢を買える理由だ。

和島の万舟率は19.8％で全国２
位。集計期間によって順位の変動はあ
るが、どの時期でも常にトップ３には
入る。平均配当も高く、好配当は他
場よりも多いのが特徴だ。それはＳ
ＧやＧⅠになるとさらに顕著となり、
全国的に低配当化が進む記念戦線に
あっても、平和島では高配当が頻発
する。また、３桁配当率も抜けて低
い。舟券が的中した場合に「安過ぎる」
と感じることが少ないのも当地の魅
力のひとつである。
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述した通り、平和島の3
桁配当率は8.0%で、全国
平均の17.5%と比べると圧
倒的に低い。本命サイド
の決着となった場合も、配
当はそこそこつくことも多
い。そのために少額でも舟
券は楽しめると言えなくも
ない。3桁配当が多い場で
は「賭け金」を増やすなどし
ないとプラス収支は難しい
が、当地ではその必要性は
低い。「獲りごろ」の1000
円台や2000円台は全国平
均とそれほど差もなく楽し
める。3桁配当が低い分は
5000円以上の配当の多さ
にとって代わる。



万舟の出現パターン万舟の出現パターン
平和島の万舟は実は獲りやすいと言っても過言ではない。それ
は当地における万舟の「出方」の特徴にある。それをしっかり把
握できれば、万舟ゲットにグッと近づけるはずだ！

舟率が高い平和島だが、その中
身を調べるとある特徴がある。そ
れは、１万円台の万舟が多いこと。
逆に10万舟以上などの超高配当は
他場と比べると明らかに少ない。
ひと口に万舟と言っても幅は広
く、どの配当レンジが出やすいか
で、舟券の獲りやすさも変わって
くる。平和島は１万円台が多いこ
とからも、獲りやすい万舟の出現
率が高いと言ってよい。２万円台
までを含めると約４分の３を占め
る。ここまでならば、なんとか予
想の範ちゅうになるだろう。３万
舟以上となると出現率がグッと下
がるので、最初から外すという手
もなくはない。

万



万円台が約半数以上を占める平和島の万舟。その「１万舟」で
出やすい組み合わせ（コース）も舟券の参考になる。最も多いのは①
–⑤–③で、意外にもインが勝つパターン。５コースの２着がポイン
ト。４コースが勝つパターンも多く、特に④–⑤の１、２着は３着を
問わず頻度が高い。④–⑤–流しは平和島では王道の万舟狙いとなる。
１万円台となると、さすがに６コースの１着はほとんどない。６コ
ースはさらに高配当を獲りたい人向けだ。
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　カドの4コースは以前から平和島における醍醐味のひとつ。
一時は、その威力が低迷したが、近年は再び舟券の「鍵」を握る
ようになった。カドになりやすいこの4コースが提供する舟券
の魅力も存分に堪能したい。おいしい配当がここに眠っている。

去1年間（2018/5/1〜2019/4/30）の集計における平和島の4コース1
着率は14.5％。これは戸田に次ぐ第2位の高さだ。さらに4コースの
回収率も78.0％と高く、これも宮島に次ぐ2位の数値。ただ、宮島は

4コースの1着率
自体が低いので、
ともに高い数値を
示す平和島は4コ
ースに「買い」の要
素が極めて強い。
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　気象条件にも左右されやすいのが、この4コースの特徴でもある。季節で見
ると、夏場が最も1着率（16.4％）が高くなる。これは気温上昇によってエンジ
ン回転が上がりづらくなるために、インを中心としたスロー勢が苦戦するから
と考えられる。秋になると減少気味になるが、冬場になってくると今度は向か
い風の季節になってくるため、再度4コースは決まりやすくなる。ただ、向か
い風が弱いと内寄りは利くので、データ上はそこまで1着率は高くない。
　決まり手はまくりが47.8％。4コースとしてはややまくり率は低い部類。差
し水面の当地は4コースでも差し＋まくり差しの差し技が冴える。



日本一強いと言われてきた平和島の6コース。その強さは未だ
に健在ではあるが、最近はその強さの「質」が変わりつつある。
今どきの6コース傾向を頭に入れて、妙味ある平和島の「6コー
ス舟券」を獲りたい。



コースの1着率は長い間平和島の天
下だったが、最近は江戸川の台頭

によって競う状況になっている。江戸
川が一過性なのかは分からないが、平
和島の強さは今後も変わらないはず。1
着率については江戸川に次ぐ2位。全国
的に見れば、実際にはずば抜けて強い。
ただ、6コースの回収率は約45％と低い。
それでも全国平均の38％に比べれば十
分高い数字ではある。
　最近目立っているのは6コースの2・
3着率の高さだろう。24.8％という高い
数字を示し、江戸川と並び全国1位だ。
年々6コースは「届かない」というレース場が増えているが、当地ではこの
大外も舟券に絡むことが多く、予想でも軽視できないコースと言える。1
着は厳しくても2、3着なら十分ということも少なくない。さらにその場
合は好配当となるケースが多いので、6コース絡みは舟券でも魅力が高い。
その見極めが重要だが、ひとつの目安としては最内を差してバック内伸
びで舟券に絡むことが非常に多いこと。そのため、差しが巧い選手はや
はり要チェックであると同時に、引き波を越えるエンジンの裏付けも重
要になる。

　6コースが2着にな
るケースで一番多い
のは当然インが1着時
なのだが、ほとんど
差がなく4コース1着
時も多く、4－6コー
スは注目だ。
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　平和島は夏場と冬場で風向きがガラリと変わる。気温の変化
も相まって季節による傾向の変化は激しい。春や秋など季節の
変わり目も独特で、四季によって見せる「顔」がある。予想には
欠かせない項目だ。

和島ほど月別によって風向きが綺麗
に変化する場も珍しい。つまり、分かり
やすいということでもある。日によって
風向きが変わることは少ない。もちろん
季節の変わり目ははっきりしないことも
あるが、それも言ってみれば予想のファ
クターになるはずだ。
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　追い風の時は一般的にインコース
が強くなるのだが、少しやっかいな
のは気温との関係。追い風は基本的
に夏場に多く、気温が高過ぎると逆
にイン勝率は下降し出すからだ。そ
の辺は臨機応変に対応したい。向か
い風は冬場に多く、気温に関係なく
イン受難となり外からの攻めが利く
ようになってくる。この向かい風で
は展開は多種多様。5コースからの
まくり差しや6コースの1着も増え
るため、高配当も頻発するようにな
るので穴党は注目。また、風向きに
関係なく、強風になるとイン受難は
加速するので注意が必要だ。

　配当分布も風向きでかなり変わっ
てくる。追い風では3000円未満の
配当が約半分だが、向かい風では約
10％もダウンする。逆に5000円以
上の配当が約40％を占めることに
なり高配当水面と化す。



　平和島ではオリジナルタイムが予想の上で大いに役立つ。測
定されたタイムデータは場内の電光掲示版、レース中継やオフ
ィシャルホームページなどでチェックすることが可能。このタ
イムデータを駆使すれば機力の看破もできるかもしれない。

供されているオリジナル
タイムデータは「一周タイム」
「まわり足タイム」「直線タイ
ム」の３つ。これに加えて従
来からの「展示タイム」、この
４つからなるタイムデータを
チェックすることで、機力が客観的に把握することも可能になる。
　出足、中間速、伸び足が反映されやすいのは、順に回り足タイム、直線
タイム、展示タイム。回り足タイムが優秀ならば一般的には出足系統は良
いと判断できる。このオリジナルタイムの中で、最近特に重要視されてい
る行き足を判定できるのが直線タイムだ。
　行き足が良いとスタート手前から加速するためにスリットで先手が取
りやすく、１マークでは有利な展開にしやすい。平和島ではスリット隊形
が特に重要となるため、直線タイムは結果にも反映しやすい。直線タイム
１位は要チェック。１号艇ならば通常の勝率44.6％が56.6％まで跳ね上
がる。また、外枠は２着率もグンと上がるので注目だ。
　オリジナルタイムはいずれも舟券の参考になるが、まわり足タイムと一
周タイムは少し注意が必要。引き波の関係で１号艇がかなり有利になる。
まわり足タイムでは約0.1秒、一周タイムでは約0.5のアドバンテージがあ
るため、その辺は割り引く（補正）ことで対応したい。ちなみに直線タイム
は枠による差は約0.02秒しかない。

提 ●オリジナルタイム計測ポイント



種のタイムデータ測定位置は右の
図で示した通り。オフィシャルホ

ームページのデータには各データの平
均時速も載っている（展示タイムを除
く）。これによって速度も分かるため
にイメージがしやすいだろう。各足の
繋がりの良さをみるためには回り足タ
イム、直線タイム、展示タイムの順に
見るようにすればより分かりやすい。

各



　平和島では大きく分けると前半戦と後半戦でレース傾向は変
化する。さらにレース番号別で細部に目を向けると個々の特徴
が見られる。レース番号によって打つ対策も変わってくるので、
1日単位でも臨機応変に臨みたい。

ン勝率を基準に考えると、1〜7Rと8〜12Rの
グループに分けられそうだ。7Rまではイン勝率は
低い。3Rや5Rがやや高めなのは1号艇のシード番
組を組んでいるからで（3Rはサマータイム時のみ）
それでも50％を超えることはないので基本的にイ
ン戦の信頼度は低いと見てよい。
　7Rまでで注目は2R。イン勝率は31.9％とかなり
低いが、回収率は100％をわずかながら超えてい
る。接戦番組が組まれやすい2Rはイン以外の舟券
がよく売れる。しかし、ファンの予想以上にイン
が好走しているのだ。また、7Rまでは3000円〜
9990円のいわゆる「好配当」が多いのも特徴的である。
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　8R以降になるとイン勝率は一気に
上がってくる。9R以降は全て50％以
上を記録しており、特に12Rは67.7
％と突出した強さを見せる。準優や
優勝戦が行われるからだと思いがち
だが、実は逆で予選の方がイン勝率
（68.3％）は高い。つまり、12Rだけは
意識してインを勝たせる番組を組ん

でいることが伺える。高配当が望める
平和島ではあるが、最後の12Rだけは
熱くなり過ぎずに冷静にインから買う
のが正解でもある。8R以降では3000
円未満が約半分を占めることからも、
基本は3000円未満が予想の中心にな
る。ただ、万舟が多いのも8R以降な
ので一発がないわけでもない。



　全国的にインが強くなったことで出目は「１」の１着に集中し
ているが、平和島はインの弱さも手伝ってバラける。偏りが少
ない分、傾向は見い出しにくいのだが、だからこそ眠っている「お
宝」出目もある。

面傾向は出目に大きく影響を
与える。平和島で言えば「差し水面」
と出目が密接な関係を示す。差しと
いえば、２コースが差してインコ
ースが先マイで２着に残す「②–①」
が王道。２連単の②–①は回収率が
91.5％と高く狙い目だ。集計期間
によっては100％を超えることもあ
る。いずれにしても安定して回収率
は高いので常に意識したい出目だ
ろう。もうひとつ回収率が高いのは
「⑤–④」。これも差し水面ならでは。
４コースがカドからまくって、５コ
ースがまくり差すという展開だ。こ
れもファンの予想以上に決まりや
すいのが理由で回収率が高くなっ
ている。「①–②」の回収率が意外と
高いことも覚えておきたい。

水 　３連単では「①–②–⑤」が98.3％
と高い回収率を示している。２連単
の①–②自体が高回収率なのだが、
中でも５を３着に付けるところが
ミソである。出現率は落ちるが「②–
①–⑤」も注目出目。その回収率はな
んと113.7％と極めて優秀。①＝②
の折り返しから５の３着付けが平
和島では面白い。





　ビッグレースの開催も多い平和島。2019年11月には第1回の
BBCトーナメント、翌年3月にはボートレースクラシックが開
催される。しかし、当地独特の傾向は一般的な予想法では太刀
打ちするのも難しい。まずは特徴をしっかりと把握して、レー
ス予想に臨みたい。

去３年のＳＧ・ＧⅠにおける
イン勝率は51.3％。これは全国平
均の60.0％と比べるかなり低い数
字と言っていい。５割を超えては
いるが、全国的にみると記念とし
てはイン受難なのは間違いない。
イン以外は全国平均を上回るが、
中でも狙い目となるのが５コー
ス。高い回収率97.4％は魅力。ま
た回収率を見ると特別低いコース

過 がない。つまり、どこからでも買
えるということを意味している。
普通はインからの予想が中心にな
るＳＧだが、平和島ではインにこ
だわる必要はない。



当はやはり荒れ気味。平均
配当はなんと１万円を超えるの
だ。万舟率も26.9％とかなり高
く、積極的に万舟を狙ってもい
い。また、３桁配当は4％と低い。
これは全国平均9％の半分以下。
「安過ぎる」配当はほとんど出な
い。
　逃げ率は47.3％と低い。低い
と言っても約半分は決まる。過
信は禁物という程度で覚えてお
くのがベター。

配 目が行くのは差しとまくり差し
が全国平均よりも高いところ。
記念以上でも差し水面の特性は
健在。ＳＧともなれば、単なる
差しよりもスピード系のまく
り差しが多く見られるようにな
る。３、５コースなどの奇数コ
ースからの差し技には注目だ。



　女子戦（オールレディース＆ヴィーナスシリーズ）、ルーキー
シリーズ、マスターズリーグの各「シリーズ戦」もまたそれぞれ
の特徴を持つ。通常の一般戦ともまた違う顔を見せるので、各々
の傾向を頭に入れておこう。

子戦の特徴はかなりはっき
りしている。インが弱く、４コ
ースが強いこと。特に４コース
は回収率が高いことからも舟券
では狙い目になってくる。女子
戦らしく、センターからのまく
りも決まりやすい。まくり主体
がゆえに配当はかなり波乱含み。
万舟率も25.5％と高い。

女



　ルーキーシリーズは斡旋される
選手によって変動もあるのだが、
平和島では３コースの活躍が目立
つ。女子戦よりもさらにまくりが
多いのが特徴的。ただ、意外と配
当はおとしく本命サイドの決着と
なりやすい。

　マスターズリーグはイン勝率は
他の２つと比べると45.8％と高
い。大外以外は２〜５コースどこ
からでも１着が取れるのも特徴の
ひとつ。ただ、回収率では奇数コ
ースの方が優秀で狙いどころとな
る。



　他場とは一線を画す傾向を持つ平和島。調整の難しさなども
あって、選手による得意、不得意は分かれる。ドル箱にしてい
る選手もいれば、まったく結果が残せない選手も。平和島巧者
を知っていれば、おいしい舟券ゲットにも繋がる。

和島巧者をデータからチェッ
クしてみよう。平和島勝率から全
国勝率を引いたもので、よりプラ
スになる選手を「巧者」とみなす。
　GⅠ以上では過去5年、平和島
出走を30回以上とすると1位は東
本勝利だった。全国勝率の5.68が
低過ぎる点は否めないが平和島を
得意としていることに違いはない
だろう。2位と3位は当地SGウィ

平 ナーがランクイン。2位の坪井康
晴は2016年のクラシックを制覇。
普段は2・3着も多いが平和島では
白星を量産する。深川真二は前付
けからの差しで、差し水面の当地
とマッチする。17年のダービーで
SG初V。



　A級以上（2019年前期適用の
級別）では1位に五反田忍、3位
に藤原菜希、4位に島田なぎさ
など女子選手が平和島で勝率ア
ップすることが多い。3人とも
共通しているのはスタート攻勢

から攻めるレー
スをする選手。
女子はスリット
合戦になりやす
いことが影響し
ていると思われ
る。

　B級は最も勝率差が出やすい。
平和島だけ「別人級」になる選手
も少なくない。こういった選手
は特に舟券では注目できる。1
位の前田光昭は平和島ではシリ
ーズの主力級になるレベルで平
和島勝率は7.27と高い。B級選
手であっても、平和島ではA級
並の力を発揮する選手がいるの
でぜひ覚えておきたい。
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